
みやぎ伝統的工芸品サポーター企業登録制度要綱 

 

（目的） 

第 1 この要綱は、県内の地域において育み受け継がれてきた伝統性のある工芸品を１００年

先まで伝えていくため、各方面で活躍する企業を対象に、本事業の趣旨に賛同し、伝統的工

芸品の活用に協力いただく「みやぎ伝統的工芸品サポーター企業」として登録し、広く周知

することにより、伝統的工芸品の普及を促進し、伝統的工芸品製造事業者の安定的な経営状

況を構築することを目的とする。 

 

（定義） 

第２ この要綱において、「企業」とは、事業活動を行う企業、法人、団体等をいう（個人事業

主を含み、国及び地方公共団体を除く）。   

また、「伝統的工芸品」とは、伝統的工芸品産業の振興に関する法律（昭和４９年法律第５

７号）第２条の規定により経済産業大臣の指定を受けた宮城県の伝統的工芸品及び宮城県伝

統的工芸品振興対策要綱第２条の規定により宮城県知事が指定する伝統的工芸品をいう。 

 

（登録） 

第３ 知事は、「みやぎ伝統的工芸品サポーター企業登録制度」の趣旨に賛同し、伝統的工芸品

の活用に協力する企業を登録するものとする。 

 

（申込み） 

第４ 前条の登録を希望する企業は、『「みやぎ伝統的工芸品サポーター企業」登録申込書』（様

式第１号）」を知事に提出するものとする。 

 

（登録証） 

第５ 知事は、企業から前条に定める申込書の提出を受け、当該企業の協力内容等が本制度の

趣旨に沿ったものであると認めるときは「みやぎ伝統的工芸品サポーター企業」として登録

し、『「みやぎ伝統的工芸品サポーター企業」登録証』（様式第２号）を発行するものとする。 

 

（広報） 

第６ 知事は、登録した企業名を県のホームページ等で広く紹介するものとする。また、登録

企業から伝統的工芸品の活用事例について『「みやぎ伝統的工芸品活用例 報告書」』（様式

第３号）により報告があったときは、県のホームページ等で広く周知を図るものとする。 

 

（登録の取り消し） 

第７ 知事は、登録した企業が法令に違反した場合、その他登録企業として適当でないと認め

られる場合に、当該登録を取り消すことができる。 

２ 知事は、前項の規定により登録の取り消しをするときは、理由を付して登録企業にその旨

通知するものとする。 

３ 登録の取り消しを受けた場合、登録企業は速やかに登録証を知事に返納するものとする。 

 

（所管） 

第８ この要綱に関する事務は、宮城県経済商工観光部新産業振興課において所掌する。 

 

 

附  則 

この要綱は、令和５年９月２５日から施行する。 

 

 

  



様式第１号 

令和  年  月  日 

 

「みやぎ伝統的工芸品サポーター企業」登録申込書 

 

宮城県知事 村井嘉浩 殿 

 

企業・事業所名                   

 

代表者職・氏名                   

 

当社（事業所）は、みやぎ伝統的工芸品サポーター企業として、以下のとおり

取り組んでいます。 

 取組の内容（チェック項目欄に〇を記載） チェック項目 

１ お得意先に訪問する際のお土産品や、企業内の様々なイベントの記

念品、ノベルティグッズとして県の伝統的工芸品を活用します。 

 

２ 各種イベント（永年勤続表彰や創立〇〇周年記念等）に、オーダー

メイドで伝統的工芸品の記念品を製作する等、活用に協力します。 

 

３ 

 

人通りが多いロビー等の展示スペースを伝統的工芸品の PR用とし

て活用します。 

 

４ 飲食店・ホテル・旅館等で使用する食器や家具等に伝統的工芸品を

活用します。 

 

５ その他（独自の取り組みがあればご記入ください。）  

【企業・事業所の概要】 

所在地 〒 

主な業務内容  

ご担当者連絡

先 

担当部署名： 

担当者名： 

TEL： 

Eメール： 

HPアドレス HPアドレス： 

 

紹介（公表） 

 
（公表の有・無） 

※取組みのわかる写真等を添付願います。 

【送付先】〒９８０－８５７０ 仙台市青葉区本町三丁目８－１ 

宮城県経済商工観光部 新産業振興課 



様式第２号 

 

                        登録第  号  

みやぎ伝統的工芸品サポーター企業 

登録証 
 

 様 

 

 貴社（団体）は「みやぎ伝統的工芸品

サポーター企業」として登録されたこと

を証します。 
 

 

 

       令和 年 月  日 

 

    宮城県知事 村井 嘉浩  

 
 

 

 

 



様式第３号 

 

令和  年  月   日 

 

「みやぎ伝統的工芸品サポーター企業」登録制度 

伝統的工芸品活用例 報告書 
 

企業・事業所名                  

 

代表者職・氏名                  

 

 貴社で実施された活用の取組みや事例等を差支えなければご報告ください。（提出は任

意です。）報告いただいた企業様の事例を県のホームページ等で詳しく紹介します。 

伝統的工芸品を活用された企業活動の場面（イベント・セレモニー等）、時期、工芸品の

種類や商品名、その他、感想等について、差し支えがない範囲でご紹介ください。 

※取組みのわかる写真を添付願います。 

 

【連絡先】 

御担当者様の所属  

 

御担当者様のお名前  

 

電話  

 

E メール  

 

 

 

 

【送付先】〒９８０－８５７０ 

      宮城県仙台市青葉区本町三丁目８－１ 

      宮城県経済商工観光部新産業振興課 

      FAX０２２－２１１－２７２９ 

      E メール： shinsans@pref.miyagi.lg.jp 

 

 

 

 



工芸品指定年月日

国指定 県指定 （上段は国指定年月日）

●宮城伝統こけし連合会
・鳴子木地玩具協同組合
・弥治郎こけし業協同組合
・遠刈田伝統こけし工人組合
・仙台地区伝統こけし工人組合

昭和60年5月22日

昭和57年12月1日

平成3年5月20日

昭和57年12月1日

平成27年6月18日

平成2年3月2日

6 〇 堤
ツツミ

焼
ヤキ

昭和57年12月1日 ●株式会社　堤焼乾馬窯 昭和57年12月1日

7 〇 埋
ウモレ

木
ギ

細工
ザ イ ク

昭和57年12月1日 ●小竹　孝 昭和57年12月1日

●芳賀堤人形製造所 昭和59年2月16日

●つつみのおひなっこや 平成22年3月31日

●本郷だるま屋

●つつみのおひなっこや

14 〇 仙台釣竿
センダイツリザオ

昭和60年5月22日 ●竿政竹竿製造店 昭和60年5月22日

15 〇 仙台
センダイ

平
ヒラ

昭和60年5月22日 ●合資会社　仙台平 昭和60年5月22日

16 〇 仙台御筆
センダイオフデ

昭和60年5月22日 ●大友毛筆店（大友博興） 昭和60年5月22日

17 〇 玉虫塗
タマムシヌリ

昭和60年5月22日 ●有限会社　東北工芸製作所 昭和60年5月22日

19 〇 仙台堆朱
センダイツイシュ

平成2年3月2日 ●南　一徳 平成2年3月2日

●鳴子漆器協同組合 昭和57年12月1日

●岩出山竹細工生産組合

●石川刃物製作所

●江雲堂

昭和57年12月1日

昭和57年12月1日

昭和57年12月1日

●白石和紙蔵富人

昭和57年12月1日

昭和57年12月1日

●仙台箪笥協同組合 平成2年3月2日

昭和57年12月1日

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

宮城
ミ ヤ ギ

伝統
デントウ

こけし

2 雄勝
オ カ ツ

硯
スズリ

製造事業者指定年月日

〇

昭和56年6月22日

指定事業者（団体）

－

●雄勝硯生産販売協同組合 昭和57年12月1日

13 仙台
センダイ

張子
ハ リ コ

昭和60年5月22日

18 昭和60年5月22日若柳地織
ワカヤナギジオリ

●千葉孝機業場（千葉孝順） 昭和60年5月22日

昭和60年5月22日

●三浦陶房 昭和59年2月16日

10 松笠風鈴
マツカサフウリン

11 堤
ツツミ

人形
ニンギョウ

12 切込
キリゴメ

焼
ヤキ

昭和57年12月1日

昭和59年2月16日

昭和59年2月16日

8 岩出山
イ ワ デ ヤ マ

しの竹細工
ダ ケ ザ イ ク

9 中新田打刃物
ナ カ ニ イ ダ ウ チ ハ モ ノ

【別紙】　　　　　　　　　　宮城県の伝統的工芸品指定状況一覧

5 白石
シロイシ

和紙
ワ シ

令和5年2月7日

3 鳴子
ナ ル コ

漆器
シ ッ キ

4 仙台箪笥
センダイタンス

〇

指　定
品　目

伝統的工芸品名
指定区分

〇

〇

1

100年以上

の歴史を有

し，経済産

業大臣指定

の伝統的工

芸品

５０年以上の

歴史を有し，

宮城県知事指

定の伝統的工

芸品


